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本報告は,今年度行なわれた「母親の乳幼児との相互作用的行動が,乳幼児の社会性及び知

的発達に及ぼす効果についての研究」の結果と,今年度の主課題として現在継続研究中であ

る「母子相互作用による母性意識の変容過程に関する研究」の研究の概要の 2部に分かれ

ている。 

前者の研究は,母子相互作用が子どもの発達におよぼす影響を検討することを実現するた

めの前提となるものとして,後者の研究,すなわち,母親の心理的問題を取り扱かう前に,母

親の養育者としての子どもへの働きかけの実態とその効果を,子どもの社会性や認知発達

に関しておさえておく必要があると考えて実施したものである。さらに,今年度の研究成果

をふまえて,現在継続中の「母子相互作用による母性意識の変容過程に関する研究」につい

ての今後の方針について述べてみたい。 


